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１

月

'89 年 に ス タ ート ダ ッシ ュ
大枝地区家庭スポーツ協会（瀬戸　孝会長）か主催した『第12回 元朝マラソン

大会』は、昭和６４年１月１日午前８時、川内厳島神杜をスタートして行われました。

これは、地【Ｋ民の親睦をはかるとともに、健吠と体力の瑚進を日的に毎年１月１口

尖施しているもので、今年は町内外から約60人が参加しました。



謹んで新春の

およろこびを

申し上げます

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

快
適
で
住
み
よ
い

町
づ
く
り
を
目
指
し
て

国
見
町
長

冨

永

武

夫

町
民
の
皆
さ
ん
、
新
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
十
一
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
町

長
選
挙
に
際
し
ま
し
て
は
、
皆
さ
ん

方
の
力
強
い
御
支
援
を
賜
わ
り
町
政

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

私
は
、
こ
の
度
の
選
挙
を
通
じ
、

町
民
各
層
の
か
た
が
た
と
直
接
触
れ

合
い
、
い
ろ
い
ろ
と
貴
取
な
生
の
声

を
聴
か
せ
て

い
た
だ
い
て
。
改
め
て

町
艮
の
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た

し
ま
し
た
。

今
や
わ
が
国
は
、
科
学
技
術
の
簧

し
い
進
歩
に
よ
り
、
内
外
の
社
会
、

経
済
情
勢
は
急
速
な
勢
い
で
進
展
し
、

変
ぼ
う
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

に
あ
っ
て
地
方
行
政
は
、
個
性
豊
か

な
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
日
桁
す
新

た
な
政
策
の
展
開
が
期
待
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

幸
い
国
見
町
は
。
交
通
の
便
に
恵

ま
れ
、
古

い
歴
史
と
伝
統
あ
る
豊
か

な
生
活
環
塊
に
恵
ま
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
ら
の
条
件
を
生
か
し
た

ふ
る
里
の
均
衡
あ
る
発
展
を
は
か
っ

て
参
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
私
は
皆
さ
ん
方
の
心
を
心

と
し
て
、
町
民
一
人
ひ
と
り
を
大
切

に
し
た
、
清
潔
で
公
平
な
政
治
を
目

指
し
た
行
政
を
進
め
。
輝
か
し

い
二

十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
「
豊
か
で
、

住
み
よ
い
、
活
力
あ
ふ
る
る
ふ
る
里

づ
く
り
」
に
全
力
を
傾
注
し
て
参
る

決
意
で
あ
り
ま
す
。

企
業
の
育
成
と
農
業
の
振
興
を

そ
の
た
め
に
は
第
一
に
、
若
年
層

の
定
暫
を
は
か
る
た
め
、
優
良
企
業

の
誘
致
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
地
元

企
業
の
育
成
を
は
じ
め
、
農
業
や
中

小
企
業
の
振
興
を
は
か
っ
て
参
り
ま

す
。第

二
に
、
道
路
網
の
整
備
を
は
じ

め
、
上
下
水
通
。
緑
地
、
公
園
な
ど

の
整
備
を
は
か
っ
て
、
快
適
で
住
み

よ
い
生
活
環
境
を
つ
く
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

次

代
を

担
う

青
少
年

の
育

成

第
三
は
、
人
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。

国
家
百
年
の
大
計
と
胃
わ
れ
る
教
育

の
充
実
と
、
教
育
施
設
の
整
備
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
を
は
か
り
、
心
の
潤
い
と
次

代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
を
促

進
し
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

安
ら

ぎ
と
生

き
が

い
の
あ

る
町

第
四
は
、
急
速
に
進
展
す
る
高
齢

化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
福
祉
の

増
進
を
は
か
っ
て
、
安
ら
ぎ
と
生
き

が
い
の
あ
る
町
づ
く
り
を
逮
め
て
参

り
ま
す
。

そ
し
て
第
五
に
、
町
民
総
参
加
の

行
政
と
、
行
財
政
の
効
率
的
な
運
川

で
あ
り
ま
す
。

私
は
こ
れ
ら
の
政
策
を
基
本
と
し

て
、
実
現
で
き
る
も
の
か
ら
一
つ
一

つ
具
体
化
を
は
か
っ
て
参
る
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

一
屑
の
御
支
援
と
御
協
力
を
お
願

い

申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
皆
さ
ん
方
の
御
健
勝
を

心
か
ら
お
祈
り
し
、
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

（
元
旦
）

今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い

申

し

上

げ

ま

す

町
　

畏

助
　

役

収

入

役

教

育

長

総
務
課
長

住
民
課
長

保
健
課
長

税
務
課
長

建
設
課
長

産
業
課
長

水
道
課
疑

公
民
館
長

教
育
次
長

保
育
所
及

ド
水
道
課
長

企
画
課
長

外

冨

永

武

夫

八

鳥

忠

雄

武

田

喜

男

蓬

田

英

夫

古

田

貞

造

松

浦

幸

雄

大

内

正

美

渡

辺
　
　

等

鈴

木

捷

治

佐

野

貞

治

人

浪

敏

男

山

田
　
　

久

井

砂

研

二

天

野

英

子

飢

田

猝

治

佐

竹

弘

治

職

員
　
一
　
同



大
行
天
皇
の
崩
御
に
際
し

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す

国
見
町
長
　
冨
　
永
　
武
　
夫

ご
利
用
く
だ
さ
い

森
江
野
町
民
会
館
に

健
康
管
理
器
具
を
設
置

自
分
の
健
康
は
自
分
で
管
理
し
ま

し
よ
う
Ｉ

と
、
町
で
は
闘
館
以
来

多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

る
森
江
野
町
民
会
館
に
、
こ
の
ほ
ど

健
康
管
理
器
具
を
設
置
い
た
し
ま
し

た
。今

回
、
設
置
さ
れ
た
健
康
器
具
は
、

○
電
子
自
助
血
圧
計
・・
亠

台

○
ロ
ー
ラ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
｛
マ
ッ
サ
ー

ジ
機
｝
・［
。一
二
台

○
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
・・・
］

台

○
健
康
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
・
…
五
轡

で
す
。

こ
れ
は
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
の
益
金
を
財
源
と
し

て
、
地
域
の
健
全
な
発
展
を
図
り
、

宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
の
一
環
と
し

て
。
助
成
金
百
万
円
を
受
け
て
般
置

し
た
も
の
で
す
。

今
後
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
、

健
康
管
理
器
具
を
禎
極
的
に
活
用
さ

れ
、
健
康
に
対
す
る
関
心
を
深
め
る

と
と
も
に
、
健
康
管
理
に
取
り
組
ん

で
く
だ
さ
る
よ
う
お
凧
い
し
ま
す
。

▲詮置されたローラーウエーブ

今
年
は
巳
年

今
年

は
巳
年
、
す
な
わ
ち

蛇
年
で

す
。
蛇
は
、

ト
ニ
支
の
な
か
の
唯
一
の
爬
虫
類

で
す
が
、
古
く
は
恐
心
、
現
代
で

は
亀
や
ト
カ
ゲ
、
ワ
ニ
な
ど
の
仲

間
で

す
。

蛇
と
聞
い
た
だ
け
で

、
嫌
悪
感

を
も

よ
お

す
人

も

い

る
よ
う
で

す

が
、

そ
れ

は

多
分
に

あ

の
グ

ロ
テ

ス
ク
な

姿
の
せ

い
で

す

。

脚
部
の

退

化
・
消

失
し
て

し
ま
っ

た

細
長

い
か

ら
だ
が

、

Ｓ

字

型
を

黯
く
よ

う
に
く

ね

く
ね
と

動
く
様

予
は

、
蛇

独
特
の
も
の
で

す
。

あ
の

細

奴
い
か

ら
だ
で

、

内
臓
は

ど

う
な
っ

て

い
る

の

だ
ろ

う
？

…
…

ご
心
配
に
は
及

び
ま
せ
ん
。
内
臓
も
体
に
合
わ
せ

て
細
く
仲
び
て
い
る
ほ
か
、
ｔ
ｌ

な
ど
本
末
は
左
右
に
あ
る
ぺ
き
も

の
が
、
前
後
に
位
置
を
占
め
て
お

さ
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

蛇
は
、
占
米
、
恐
れ
ら
れ
排

斥
さ
れ
る
Ｉ
方
で

、
崇
拝

と
畏
敬
の
対
象
で
も
あ
り
ま
し

た
。
日
本
で

は
、
抻
の
お
使
い
、

あ
る
い
は
抻
そ
の
も
の
と
思
わ
れ

て
い
た
様
子
が
、
占
典
や
伝
説
、

口`
活
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
池
や
沼
の
主
を
大
蛇

と
み
て
雨
ご
い
を
す
る
風
習
は
令

国
的
に
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
白
い
蛇
を
家
の
神
と
す
る
信

仰
も
各
地
に
み
ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
蛇
は
集
団
を
つ
く

ら
な
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
゛

な
ど

の
よ
う
な
社
会
組
織
や
集
団
生
活

の
例
は
、
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
つ
も

’ひ
と
り
‘
で

孤
独
な
生
活
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
異
性
と

出
会
う
機
会
が
た
い
へ
ん
困
難
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
ち
よ
７
と
さ

ぴ
し
い
話
で
す
但

。

と
こ

ろ
で

、蛇
は
、
生

さ
て
い
る

間
ず
っ

と

成
長
し

続
け
ま

す

。
発

育
に

と
も
な
っ

て

、
古
い

皮
は
二

か
月

に
一
度

定
期
的

に
脱

ぎ
捨

て

ら

れ
、
新

し
い
の

と
取
り

換
λ

ら

れ
る
Ｉ

脱

皮
で

す

。
お
正

月
を

機
に

今
年
こ

そ
は
新

し
い

試
み
を

と
、
脱

皮
を

心
が
け
て
お
ら
れ
る
方

、

う
ま
く
い
く
と
い
い
で
す
ね
。



自分の所得ぐらい自分で
計 算 しなくては・‥

１年間の 所得金額の合計額が、所伺控除の

合計額を超えるときや、サラリ ーマン で年収

が|､50〔〕万円を超える場合などには確定申告を

しなければなり ません。

なお、確定申告をしなくてもよい人 でも、

源 泉徴収された税金や予定納税をし た税 金が

納め過ぎになっている人は、還付を受けるた

めの申告書を提出 することができ ます。

●申告納税制度

所得税は、自分の所得の状 況を最もよく 知

っている納税者が、自 ら税法に従って所得と

税額を 正しく計算し、納税するという申告納

税制度を採用し ています。

●所得税の仕組み

所得税は、その人の１年間のすべての所得

から所得控除を差し引いた残りの課税所得に

税率を適用して税額を計莽しま す。

所得は、その性質によって1〔〕種類に分かれ、

それぞれの所 得について、収入や 必要経費の

範囲あるいは所得の計算方法など が定められ

ています。

収入金額 － 必要経費 ＝ 所得金額

総所得金額－所得控除額=課税所得金額

課税所得金額×税率＝算出税額

算出税額 一 税額控除 ＝ 所得税額

4所 得の 種類〉

①利子所得

⑧配当所得

③不動産所得

④事業所得

⑤給与所得

⑥退職所得

⑦山林所得

⑧譲渡所得

⑨一時所得

⑩雑所得

〈所得 控除 の 種類 〉

① 雑 損 控除

② 医 療 費 控除

③ 社会 保 険 料 控除

④ 小規模企業共済等掛金控除

⑤ 生命 保 険 料 控除

⑥ 損 害 保 険 料 控除

⑦ 寄 付 金 控除

⑧ 障害 者 控 除

⑨ 老 年 者 控除

⑩寡婦控除･寡夫控除

⑩ 勤労 学 生 控 除

⑩ 配 偶者 控 除

⑩配 偶 者 特別 控除

醫 扶 簀 控除

⑩基 礎 控除

〈税 額控除 の 種類〉

①配当控除

⑧住宅 取得等特別控除

③外国税額控除

など

(所得税の速算表)
(計算式)

暄税所得金額×税率－控除額＝所得税額

課 税 所 得 金 額 税率 控 除 額

150万円以下の鳩合
200万円　　〃

300万円　　〃

500万円　　〃

600万円　　〃

S00万円　　〃

1000万円　　〃

00万円　　〃

00万円　　Z/
3000万円　　〃

50 万円　　〃
5000万円を超える場合

％

10.5

12
j6

20

25

30

35

40

45

50

55

64）

一円

－

22.500　

2.500　

222.500　

47  500　112.500l,

 ﾛ 2.L612.5002.272

 ′ 53.022

 004

 , 522.500022.500

(注)実際に税額計算をするときは、課税所倒金額が

况〕{}万円以下の人は簡易税額表によ って肝捧し ます。

所得税の確定申告 税の特集①



ふるさとの文化財
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8
旧奥州道中

貝田宿問屋場跡

菊　池　利　雄
▲旧貝田宿問屋塲跡

貝
田
宿
か
ら
大
枝
・
梁
川
宿
を
経

て
、
伊
具
郡
丸
森
宿
・
相
馬
に
通
じ

る
脇
街
道
梁
川
道
が
あ
り
．
こ
の
道

が
奥
州
道
中
か
ら
分
岐
す
る
反
対
側

突
き
あ
た
り
の
高
所
に
、
旧
問
屋
佐

藤
家
の
展
敷
が
あ
る
．

近
世
の
宿
駅
に
課
せ
ら
れ
た
任
務

の
最
大
の
も
の
は
、
伝
馬
役
と
い
わ

れ
る
参
勤
交
代
の
諸
大
名
や
、
公
用

で
旅
行
す
る
諸
役
人
な
ど
に
対
し
て
．

人
馬
を
提
供
し
て
輸
送
の
確
保
に
あ

た
る
と
と
も
に
、
私
用
で
旅
行
す
る

人

々

に

便

宜

を

提

供

し

た

り

、

商

業

荷

物

等

の

搬

送

に

あ

た

っ

て

い

た

。

輸

送

の

方

式

と

し

て

は

。

加

宿

か

ら

後

宿

へ

と

宿

毎

の

継

ぎ

送

り

か

原

則

と

さ

れ

、

貝

田

宿

を

例

と

す

れ

ば

藤

田

宿

か

ら

後

宿

の

越

河

宿

に

直

接

送

る

こ

と

は

禁

じ

ら

れ

て

い

た

。

こ

の

人

馬

の

継

ぎ

た

て

を

行

っ

た

所

か

問

屋

場

と

い

わ

れ

そ

の

主

人

は

問

屋

と

称

し

て

、

宿

町

を

差

配

し

庭

銭

徴

収

や

年

貢

諦

役

免

除

等

の

特

権

か

与

え

ら

れ

て

い

た

。

地

元

の

伝

え

で

は

、

貝

田

宿

の

起

源

は

中

世

末

期

伊

潼

政

宗

の

時

代

と

い

わ

れ

、

慶

長

年

間

（

一

五

九

六

’
ｌ

一

六

一

四

）

江

戸

幕

府

の

奥

州

道

中

整

備

の

】
環

と

し

て

、

上

杉

藩

に

よ

っ

て

現

在

み

ら

れ

る

よ

う

な

、

街

村

状

の

宿

町

が

形

成

さ

れ

て

い

っ

た

と

み

ら

れ

る

。

元

禄

十

一

年

（

一

六

九

八

）

に

作

製

さ

れ

た

『

伊

達

部

貝

田

村

絵

図

』
＾
齡

嘔

嘔

″
）

に

よ

れ

ば

、

問

屋

場

は

名

主

伊

左

衛

門

屋

敷

と

し

て

描

か

れ

て

お

り

。

こ

の

時

期

問

屋

を

兼

帯

し

て

い

た

と

思

わ

れ

る

。

佐

藤

家

は

明

泊

四

十

一

年

四

月

貝

閊
ｉ

膿
に
四
閊
巾
ｔ

躪
び
火
Ｌ

田

宿

町

の

大

火

｛
贏

゛
゛
″
”
・
“
Ｓ

Ｓ

Ｉ

乱

黔

に
い
冫

羅

災

し

ヽ

家

系

図

か

失

わ

れ

て

明

ら

か

で

な

い

が

、

桑

折

宿

本

陣

佐

藤

新

右

衛

門

家

の

庶

流

と

の

伝

え

が

あ

り

、

こ

の

宿

の

本

陣

を

動

め

た

佐

野

屋

ら

３

）
は

分

家

筋

に

あ

た

り

、

問

屋

時

代

は

代

々

伊

左

衛

門

を

襲

名

し

た

。

現

当

主

の

佐

藤

武

泊

氏
が
父
親
か
ら
聞
い
て

い
た
話
に
よ

れ
ば
、
問
屋
場
は
門
構
え
、
現
在
の

居
宅
部
分
は
馬
場
と
呼
ば
れ
る
荷
物

の
継
ぎ
た
て
場
で
、
主
犀
と
蔵
は
元

禄
の
村
桧
図
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

一
段
高
い
石
垣
上
に
建
て
ら
れ
て
い

た
．寛

永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
四
月
、

上
杉
藩
が
公
布
し
た
『
信
夫
海
道
之

立
札
案
書
』
に
よ
れ
ば
、
貝
田
宿
よ

り
藤
田
宿
ま
で
は
険
阻
な
國
見
峠
を

隔
て
て

Ｉ
里
七
町
二
十
間

池

に
り

馬
一
駄
の
賃
金
は
三
十
文
．
内
六
文

は
坂
道
の
増
金
と
さ
れ
、
小
須
郷
（

越
河
）
宿
へ
は
十
九
町
五
十
間
一
び

は
ｙ

二
十
四
文
と
あ
り

『
帰
馬
之

駄
賃
も
右
同
前
之
事
』
と
あ
る
．

宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
、
「

御
巡
見
使
案
内
控
」
の
東
大
枝
村
の

項
に
よ
れ
ば
．
「
東
大
枝
村
よ
り
貝

田
Ｊ
’
一
里
七
丁

仙

に

ソ

駄
賃

四
十
七
文
心
と
あ
り
．
両
宿
間
の
荷

物
継
ぎ
た
て
の
状
況
を
知
る
こ
と
か

で
き
る
．
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）、

明
油
新
政
府
は
伝
馬
所
の
廃
止
を
指

令
し
．
貝
田
宿
の
問
屋
は
廃
業
さ
れ

た
．國

兒
の
近
世
に
お
け
る
宿
駅
交
通

史
を
考
え
る
上
で
、
旧
貝
田
宿
問
屋

場
跡
は
貴
痘
な
史
蹟
で
あ
る
．

参
考
文
献
「
國
見
町
史
」

丁

二

こ
一
巻

歴
史
の
道
『
奥
州
道
中
』

『
交
通
史
』
豊
田
・
児
玉
褊
『
宿
駅
』

児
玉
幸
多
著

国
保
コ
ー
ナ
ー

高
額
療
養
費
の
申
請
は

忘
れ
ず
に

○
一
人
の
彼
保
険
者
な
ど
が
、
同
じ

月
に
同
匕
病
院
な
ど
に
五
万
四
ｆ
円

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
三
万

円
）
以
上
の
自
己
負
担
分
医
療
費

（
保
険
診
療
分
）
を
支
払
・
た
場
合

五
万
四
千
円
を
超
え
た
額
は
、
国
保

か
あ
と
で
払
い
戻
し
ま
す
。

○
一
つ
の
世
帯
で
、
過
去
十
二
ヵ
月

間
に
、
高
額
療
養
費
の
支
給
か
四
回

以
上
あ
り
た
場
合
は
、
四
回
日
か
ら

は
三
万
円
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
は

二
万
一
千
円
）
以
上
を
超
え
た
額
は

払
い
戻
し
ま
す
。

高
額
療
養
費
の
手
続
き

商
額
療
養
費
に
該
当
す
る
場
合
は
。

高
額
療
養
賢
支
給
申
請
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
申
請
に
は
、
印

鑑
と
医
療
機
関
な
ど
の
領
収
書
が
必

要
で
す
。
な
お
、
次
の
点
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

①
暦
月
ご
と
に
計
算
し
ま
す
。

②
人
院
。
外
来
、
歯
科
は
わ
け
て
鼾

算
し
ま
す
。

③
差
額
ベ
ッ
ド
代
や
、
歯
科
の
自
由

診
療
費
な
ど
４
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

④
絶
合
病
院
の
各
診
療
料
は
別
の
病

院
と
し
て
扱
い
ま
す
。

※
固
保
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健

擽
国
保
係
へ
（
Ｓ
八
五
－

二
一
一
一

内
線
一
四
三
）

退
職
者
医
療
制
度
に

該
当
し
て
い
ま
せ
ん
か

会
社
や
役
所
な
ど
に
長
い
間
勤
め

て

い
た
人
（
被
用
者
年
金
の
被
保
険

者
も
し
く
は
組
合
員
で
あ
っ
た
期
間

か
二
十
年
以
上
で
あ
る
か
、
又
は
四

十
歳
以
降
十
年
以
上
で
あ
る
者
）
が

退
職
し
年
金
を
受
け
て

い
る
七
卜
歳

未
満
の
人
。
お
よ
び
そ
の
被
扶
養
者

は
、
『
退
職
者
医
療
制
度
』
に
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
い
つ
か
ら
資
格
が
で
き
る
か

退
職
者
医
療
制
度
へ
の
加
入
資
格

は
。
年
金
受
給
権
が
発
生
し
た
日
か

ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

年
金
証
書
を
受
け
と
・

た
ら
、
十

四
日
以
内
に
保
健
課
国
保
係
に
届
出

て
く
だ
さ
い
。

●
被
扶
養
者
の
条
件

本
人
と
同
居
し
、
主
と
し
て
本
人

の
収
入
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て

い
る
人
。

●
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は

診

療
を
受

け

た
と
き

に
は
、
ふ
令
人

は

外
来
、

入
院

と
も
二
割

、
被
扶

養

者

は
外
来

三
割
．

入
院
二

割
の

一
郎

負

担
金
を

支
払
う

こ
Ｉ

に
汝
’７

ま
す
・



あ
な
た
の
一
一
〇
番

上
手
に
す
ば
や
く
使
お
う

一
月
十
日
は
『
一
一
〇
番
の
日
』

で
す
。

《
一
一
〇

番
は

警
察
の

代
名
飼
》

一
一
〇
番
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に

警
察
の
代
名
詞
と
し
て
定
着
し
て

い
ま
す
。
昭
和
六
十
二
年
中
の
桑

折
警
察
署
管
内
の
一
一
〇
番
電
話

通
報
は
二
百
四
十
件
あ
り
、
事
件

事
故
な
ど
の
解
決
に
大
き
く
役
立

立
ち
ま
し
た
。

《
す

ぱ
や

い
通

報
、
早

期
解
決
》

町
民
の
皆
さ
ん
、
交
通
事
故
・
不

審
車
両
・
け
ん
か
・
酔
払

い
・
暴

力
事
件
・
不
審
者
な
ど
を
見
た
り
、

聞
い
た
ら
す
ぐ
に
一
一
〇
番
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。
通
報
が
早
け
れ

ば
は
や
い
ほ
ど
、
事
件
・
事
故
な

ど
の
解
決
か
早
く
な
り
ま
す
。

《
親
切
に

、
秘
密

を
守
る
》

町
民
の
皆
さ
ん
が
一
一
〇
番
通
報

さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
．
『
す

ば
や
く
、
観
切
に
、
秘
密
を
守
る
』

を
モ
ッ
ト
ー
に
．
処
理
（
解
決
）

に
あ
た
う
て
お
り
ま
す
の
で
、
迷

わ
ず
に
安
心
し
て
、
す
ぐ
一
一
〇

番
し
て
く
だ
さ
い
・

桑
折
警
察
署

福
島
県

最
低
賃
金
の
改
正

1
0月
８
日
か
ら
福
鳥
県
の
最
低
賃

金
か
．
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し

た
．○

一
　
日
　
三
、
四
六
二
円

○
一
時
間
　
　
　

四
三
三
円

こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
の
事
業

所
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
（
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を

含
む
）
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

最
低
賃
金
額
に
は
。
次
の
賃
金
は

算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
梢
皆
勤
手
当
・
通
勤
手
当
・
家

族
手
当

▽
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

▽
一
ヵ
月
を
こ
え
る
期
間
毎
に
支

払
わ
れ
る
貨
金

▽
時
間
外
・
深
夜
労
働
・
休
日
労

働
の
割
増
賃
金

詳
し
く
は
福
励
労
働
基
準
局
賃
金

踝
（
福
鳥
市
霞
町
一
－

四
六
　
福
島

合
同
庁
舎
内
、
霖
三
四
－

一
一
一
一
）

も
し
く
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
瞥

署
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

国
民
年
金

免
除
を
受
け
た
保
険
料
は

追
納
で
き
ま
す

自
分
で
保
険
料
を
納
め
る
第
一
号

被
保
険
者
の
う
ち
、
保
険
料
拠
出
能

力
に
乏
し
い
低
所
得
の
方
な
ど
で
、

保
険
料
納
付
に
努
力
し
て
も
な
お
こ

れ
か
困
難
な
方
に
は
、
保
険
料
か
免

除
さ
れ
る
制
度
か
股
け
て
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
方
か
そ

の
後
、
経
済
的
余
裕
か
で
き
て
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
か
で
き
る
よ
う
に

な

り
た
と
き
は
。
将
来
有
利
な
年
金

を
受
け
る
こ
と
か
で
き
る
よ
う
に
ヽ

免
除
さ
れ
て
い
た
時
期
の
保
険
料
の

全
部
ま
た
は
一
郁
を
あ
と
か
ら
納
め

る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

こ
れ
を

『
迫
納
』
と
い
っ
て
、
十

年
前
ま
で
さ
か
の
ぽ
っ
て
納
め
る
こ

と
か
で
き
ま
す
。

第
二
・
第
四
土
曜
日
が

休
日
と
な
り
ま
す

Ｉ

福
島
地
方
法
務
局
～

痛
鳥
地
方
法
務
局
（
支
局
・
出
張

所
を
含
む
）
で
は
、
一
月
一
日
か
ら
．

土
曜
閉
庁
方
式
が
導
入
さ
れ
、
『
毎

月
第
二
・
第
四
土
曜
日
』
が
休
日
と

な
り
ま
す
．

そ
の
た
め
、
毎
月
第
二
・
第
四
土

曜
日
に
は
．
登
記
事
務
（
登
紀
申
舗
、

繪
抄
本
交
付
、
閲
覧
等
）
．
供
託
事

務
（
供
託
物
の
受
入
、
払
渡
）
、
国

籍
事
務
（
各
種
届
出
）
、
人
権
擁
護

事
務
（
人
権
相
談
等
）
な
ど
の
業
務

が
行
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
願

い
ま
す
．

詳
し
く
は
最
寄
り
の
法
務
局
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

観
月
台
公
園
沼
の

夜
釣
り
に
つ
い
て

～
公
園
答
理
会
～

観
月
台
公
園
沼
の
釣
り
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
町
内
外
の
人
た
ち
に
自

由
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
し

た
．
し
か
し
．
沼
周
辺
に
は
人
家
も

建
ち
並
ん
で
お
り
、
夜
釣
り
を
す
る

人
た
ち
の
騒
音
な
ど
の
迷
感
も
あ
り

ま
す
の
で
．
次
の
と
お
り
夜
釣
り
を

制
限
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
．

つ
い
て
は
、
こ
の
趣
旨
を
理
解

い

た
だ
き
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
噸

い
し
ま
す
．

記

夜
９
時
か
ら
翌
朝
日
の
出
ま
で
の

釣
り
は
ご
遠
慮
ぐ
だ
さ
い
。

「
ラ
・
ベ
ル
」
に
な
っ
て

新
装
開
店

～
Ｎ
Ｔ
Ｔ

福
鳥
～

Ｎ
Ｔ
Ｔ

福
島
電
報
電
話
局
で
は
、

大
町
局
お
客
様
窓
口
を
改
装
中
で
し

た
が
、
名
前
も
新
し
く
『
ラ
・
ベ
ル
』

と
し
て
十
二
月
二
十
日
新
装
開
店
し

ま
し
た
。

新
し
い
窓
口
は
。
お
年
寄
り
や
子

ど
も
さ
ん
た
ち
か
、
自
然
に
集
え
る

く
っ
ろ
ぎ
の
場
を
。
三
つ
の
ゾ
ー
ン

で
構
成
し
、
こ
の
な
か
に
は
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
画
像
か
楽
し
め
る
マ
ル
チ

ピ
ジ
ョ
ン
や
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
「
ベ

ル
」
、
水
と
植
栽
に
工
夫
を
凝
ら
し

た
憩
い
の
場
を
設
け
ま
し
た
。

営
業
時
間
も
、
一
時
間
延
長
し
、

サ
ー
ビ
ス
に
努
め
る
ほ
か
、
こ
れ
ま

で
花
園
局
に
行
か
な
い
と
用
件
が
す

ま
な
か
っ
た
電
話
の
申
し
込
み
な
ど

か
、
す
べ
て

『
ラ

ー
ベ
ル
』
で
す
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
営
業
時
間
は
次
の
と
お
り

で
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ

平
日
…
午
前
９
時
１
午
後
５
時

土
曜
・：
午
前
９
時
～
正
午

日
曜
・
猊
ロ
ー：
休
み

ラ
・
ベ
ル

平

日
・
土

曜
・・
・
午

前
９
時

～
午

後
７
時

日

暇
・

祝
日
・：
休
み

（
Ｎ
Ｔ

Ｔ

福

島
電
報
電

話
局
）



交
通
遺
児
に
育
英
資
金
を

貸
付
け
て
い
ま
す

自
助
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で
は
、

交
通
遺
児
な
ど
の
育
成
の
た
め
に
必

要
な
資
金
を
、
無
利
子
で
貸
付
け
て

い
ま
す
．

◆
貸
付
を
利
用
で
き
る
方

一
家
の
働
き
手
の
方
が
、
自
動
車

事
故
で
亡
く
な
ら
れ
た
り
、
皿
度

の
後
遺
障
害
が
残
る
な
ど
で
、
生

活
に
お
困
り
の
ご
家
庭
の
乳
幼
児

お
よ
び
小
中
学
生
．

◆
貸
付
期
間

中

学
校
卒
業

ま
で

◆
貸
付
金
額

は
じ
め
に
一
時
金
十
三
万
三
千
円
、

貸
付
期
間
中
毎
月
一
万
六
千
円
、

小
・
中
学
校
入
学
時
に
支
度
金
三

万
六
千
円
．

◆
返
還
方
法

中
学
校
卒
業
か
ら
一
年
据
え
置
き
、

二
十
年
以
内
の
均
等
払
い
．
な
お
、

進
学
し
た
場
合
は
、
卒
業
ま
で
の

期
間
は
返
還
を
猶
予
．

※
申
し
込
み
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、

自
助
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
１
福
島
支

所
（
〒
蜘
　
福
島
市
栄
町
七
一

三
三
．

一
‘
ニ
ニ
ー
六
六
二
六
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
・

（
自
動
車

事
故

対
第

セ
ン
タ

ー
）

ホ
ー
ム
改
修
工
事
が

始
ま
り
ま
す

～

藤
田

駅
～

藤
田
駅
ご
利
用
の
お
客
様
に
、
電

車
と
ホ
ー
ム
の
段
差
が
大
き
く
、
大

変
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
と
り
あ
え
ず
一
番
ホ
ー
ム
だ

け
段
差
解
消
の
工
事
を
行
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
何
か
と
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
か
、
ご
協
力
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◆
工
事
期
間

１
月
1
0日
頃
～
２
月
末
口

造
林
用
山
行
苗
と

造
林
計
画
の
受
け
付
け

平
成
元
年
度
（
春
植
）
造
林
計
画

と
遣
林
用
山
行
苗
の
申
し
込
み
受
け

付
け
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
造
林
地

の
宇
名
、
地
番
、
地
目
、
面
禎
な
ど

を
よ
く
お
躙
ぺ
の
う
え
、
印
鑑
ご
持

参
で
福
島
森
林
組
合
事
務
所
（
霖
Ξ

四
－

九
〇
一
五
）
ま
た
は
、
役
場
産

業
課
（
酋
八
五
一

ニ

ー

て

内
線

二
三

こ

ま
で
直
接
か
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
．

ま
た
、
造
林
用
山
行
苗
の
注
文
に

っ
き
ま
し
て
は
、
申
し
込
み
の
約
束

を
守
る
た
め
に
、
代
金
の
一
郎
（
内

金
）
を
ス
ギ
（
ヒ
ノ
キ
）
苗
木
一
本

に
つ
き
四
十
円
、
ア
カ
マ
ツ
（
カ
ラ

マ
ツ
）
苗
木
一
本
に
つ
き
二
十
円
を

預
か
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．

一
反
歩
以
上
の
造
林
に
つ
い
て
は
、

県
の
造
林
実
査
の
結
果
、
造
林
補
助

金
が
交
付
さ
れ
ま
す
．
詳
し
く
は
福

鳥
森
林
組
合
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

平威元年趨

透林用山 行苗木 価格表

樹　 蜂 稾皿纜略価　 格

6な●1 本自心9
8S 円

Ｘ　 イ3 年4  
一 本 当 な っ

～1 本内なり魅 0 円

ヒ・ 々141 －P9 翳

1 本当なり

アカマツ12甲
驚

回

９ 刈 祠 祠 ’彗 曁

資
料
を
お
貸
し
く
だ
さ
い

～
梁
川

高
校
よ

り
お
噸
い
～

県
立
梁
川
高
校
は
、
今
年
創
立
七

〇
周
年
を
迎
え
、
『
記
念
誌
』
を
集

録
す
る
た
め
、
創
立
か
ら
戦
後
に
か

け
て
当
校
で
使
用
し
た
も
の
を
お
持

ち
の
方
は
、
是
非
お
貸
し
く
だ
さ
い
．

▼
連

絡
先
：
’梁

川
町
字

鶴
ヶ
岡
3
3
．

梁
川
高
校
（
髫
七
七
Ｉ
Ｏ
Ｏ
三
七
）

戸 籍 の 窓 口
(12月受付分)

出生おめでとうございます

子 の 名 保 護 者　 部 落
利 英(としひで)玉木 利勝 小　 坡

恵( め ぐ み〉菊地 幸則 並　 柳
奈紬美(な お み)岩城　 明 川　 内

俊 光(としみっ〉春日　和光 高　 城
瑠 美(る　 み)菊地 筋僧 中　 郎

佑 弔(ゆ　 き)穂積 芳蜆 源宗山北
謙( け　 ん)佐久間濟市 原　 町

佳 史(よし亠み)小坂 和也 太 田 川
優 奈(ゆ う な)佐麗 寿一 並　 柳
加奈子(か な こ)武田 勝夫 宮 町 北

郁 絵(い く え)佐野 元日　第　 九
江 里(え　 り)後藤 義男 貝　 田

結婚おめでとうございます

氏　　名
赤 間 秀 雄

大 橋 ひとみ
大 波　　津
菅 野 きくえ

部 落
大 木 戸

山崎小館
山　 根
福 鳥 市

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　年齢　　 郎 落

安 藤 俊 之　　21　　 繭　 田
佐久間 鉗 子　　65　　 板　 擒

斎 庫 キ　ョ　　S3　　 山崎小鉛
鴨 田 榮 一　　62　　 内 谷 西

笠 松 文 夫　　56　　11 』 根
高 原 庄 －　　67　　 小　 坂
ふ 野 文 二　77　　 第　 一

菊 丿皀　ヨシイ　　74　　 耕　 谷

小 野　　 鉗　　66　　 第　 一
高 蝸 ハルエ　　82　　 貝　 田

鰉 ● ダ カ　　79　　 泉 田 上
高 原 ツ　ル　　　90　　 太 田 川

人 口 と 世 帯

･1一月１日現在(前月比)12月中のうごき

人
口

5.793 人(  十 4 )

女6､249 人 （十ｌ ）

･  計 12.  2人(  十 5 )

世帯数2 , 戸.(±０)

転 入16.人

転 朋　ｎ人

出　生12 人

死i=亡12 人

心配ごと相談日
崎 所 ： 役場 二 階 相 緕靈 （東矚入口から＆入り下さい）

時 間 ： ９畤 ～12 畤

こまったことや、相談ごとがあり ましたら。

お気軽にご相鮫下さい。 秘密は絶対に守ります。

(相談皿)

１月% 日 ( 水）菅野 賛郎・高野 時子

２月４日（土）樋口　清三・高橋 恵子

２月15 日 (水）曳地 普作・佐藤 節子

１月　 睦月（ むつき）

1叩 （月）振 替え休日

日 ( 金）大 寒

24 日 (火）全国学校結食遡間

Ｓ 日（木）文化財防火デー

27卩（金）国旗制定記念日

㎞ミa 乙．- 之-.~,』･●

２月　 如月（き さらぎ）

３日（金）節 分

初 午

４日（土）
●
立 春

日 ( 土）建国記念の日jll

14 日 {火）峯バレンタインデー



公
民
館
だ
よ
り

国 見町 公民 館

08 5 ｰ 2 6 7 6

（有) 4 ｰ 5 6

年

頭

所

感

国
見
町
教
育
長

蓬

田

英

夫

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
良
い
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
元
日
に
大
枝
地
区
第
十
二

回
元
朝
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
応
援
に
出

向
き
ま
し
た
。
そ
し
て
川
内
厳
島
神

社
に
子
供
達
か
ら
年
配
の
方
ま
で
、

地
区
の
皆
さ
ん
が
大
勢
参
集
さ
れ
、

真
剣
に
。
し
か
も
励
ま
し
あ
っ
て
走

る
爽
や
か
な
姿
に
接
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
地
区
民
の
健
康
増
進
と

親
睦
。
明
る
い
地
城
づ
く
り
を
目
標

に

ご

年
の
計
は
元
日
に
あ
り
”
と

の
言
葉
通
り
、
元
朝
の
行
事
と
し
て

始

め
ら
れ
て
か
ら
十
二
回
を
数
え
、

今
後
も
永
く
継
承
さ
れ
る
活
き
活
き

と
し
た
地
域
行
事
に
。
清
々
し
さ
と

地
城
の
盛
り
上
り
を
実
感
し
ま
し

た
。

一
月
四
日
に
は
、
総
理
府
か
五
年

ぷ
り
に
実
施
し
た
『
家
庭
と
地
城
の

教
育
力
に
関
す
る
世
諭
調
査
』
の
ま

と
め
の
記
事
を
読
み
、
ひ
き
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
気
に
か
か
っ
た
こ
と
は
、

家
庭
に
お
け
る
し
つ
け
と
教
育
力
の

低
下

上
（

十
三
（

Ｉ
セ
ン
ト
。
そ
し

て
、
少
年
非
行
の
防
止
に
は
家
庭
の

し
つ
け
と
教
育
の
充
実
；
：
六
十
七
パ

ー
セ
ン
ト
、
と
共
に
高
い
数
値
を
示

し
た
こ
と
で
、
多
く
の
祉
会
人
は
、

家
庭
に
お
け
る
し
つ
け
や
敦
育
の
重

要
さ
を
紹
識
し
。
強
く
期
待
し
て

い

る
と
読
み
取
り
ま
し
た
。

家
庭
で
の
し
つ
け
や
教
育
に
つ
い

て
は
、
総
べ
て
の
家
庭
を
同
一
視
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
、
第
一
の

課
題
は
、
子
供
に
対
す
る
親
の
価
値

判
断
か
、
学
寮
面
に
傾
き
過
ぎ
て
い

る
こ
と
で
す
。
子
供
が
も
っ
て
い
る

多
様
な
価
値
を
正
当
に
評
価
す
る
こ

と
な
く
、
成
績
の
み
に
こ
だ
わ
る
風

潮
か
子
供
に
影
響
し
、
成
績
さ
え
よ

け
れ
ば
の
思
い
を
植
え
付
け
る
と
共

に
。
成
槙
が
思
わ
し
く
な
い
と
、
人

格
を
も
否
定
さ
れ
た
よ
う
な
思
い
を

与
え
、
共
に
問
題
行
助
に
結
び
や
す

く
な
る
も
の
で
す
。

以
前
は
、
正
し
く
、
曲
が
っ
た
こ

と
を
し
な
い
子
が
、
で
き
る
子
よ
り

も
親
の
価
値
序
列
で
上
位
で
あ
っ
た

理
由
を
、
反
芻
し
て
み
る
こ
と
も
必

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

第
二
に
は
、
幼
児
か
ら
の
教
育
体

制
か
整
い
、
絶
対
に
し
て
は
な
ら
な

い
こ
と
を
、
家
庭
内
で
教
え
る
機
会

か
少
な
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。

善
悪
が
一
羅
的
に
決
っ
て
い
る
こ

と
を
、
幼
少
時
に
し
っ
か
り
と
身
に

っ
け
さ
せ
る
こ
と
か
最
も
大
切
で
す
。

こ
れ
を
集
団
指
導
に
お
け
る
脱
諭
だ

け
で
定
着
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
機
会
を
捉
え
て
、
親
が
厳
正
な

態
度
で
教
え
込
む
こ
と
に
よ
り
、
定

着
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
才
。

以
上
し
つ
け
に
か
か
わ
る
二
つ
の

面
を
と
り
あ
げ
ま
し
た
が
、
子
供
は

親
の
関
心
と
期
待
に
応
え
よ
う
と
努

め
る
も
の
で
、
と
く
に
幼
少
川
ほ
ど

こ
の
心
が
強

い
も
の
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
て
、
家
庭
内
で
の
教
青
に
取

組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

模
擬
結
婚
式
　
挙
行

～

青

年

学

級

～

去
る
十
二
月
十
八
日
（
日
）
午
後

一
時
よ
り
。
公
民
館
講
堂
に
て
青
年

学
級
生
に
よ
る
模
擬
結
婚
式
及
び
披

露
宴
を
行

い
ま
し
た
。
結
婚
式
は
内

村
等
君
（
委
貝
畏
）
ご
夫
妻
の
ご
媒

妁
で
新
郎
鈴
木
哲
也
君
（
役
場
）
、

新
婦
鴨
ｍ

美
代
子
さ
ん
（
農
協
大
木

戸
支
所
）
が
ふ
ん
し
。
牧
師
の
宍
戸

浩
寿
君
（
役
場
）
の
も
と
、
お
ご
そ

か
に
又
、
厳
粛
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
婚
式
は
、
学
級
生
か
自
主

的
に
創
意
工
夫
し
て
行
い
、
戸
惑
い

な
が
ら
も
次
第
に
結
婚
式
披
露
宴
の

ふ
ん
い
き
に
慣
れ
、
本
番
間
近
か
な

人
達
だ
け
に
、
自
分
の
結
婚
式
を
夢

に
描
き
な
が
ら
、
貴
重
な
体
験
を
し

た
よ
う
な
満
足
感
に
満
ち
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。

第
二
回

公
民
館
長
杯

国
見
地
区
高
校
生

バ
レ
ー
大
会
聞
か
れ
る

青
少
年
健
全
育
成
と
町
内
高
校
生

の
親
睦
を
深
め
る
第
二
回
高
校
生
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
、『
平
成
』
元
年

か
ス
タ
ー
ト
し
た
記
念
す
べ
き
日
の

一
月
八
日
（
日
）
町
民
体
育
館
に
於

て
行
な
わ
れ
ま
し
た
．

大
会
に
は
、
町
村
か
ら
各
高
校
に

通
う
生
徒
が
各
地
区
ご
と
に
チ
ー
ム

編
成
し
た
男
女
九
チ
ー
ム
か
参
加
し

ま
し
た
。

大
会
は
、
は
匕
め
に
全
員
で
大
行

天
皇
に
弔
意
の
黙
と
う
を
行
い
。
つ

づ
い
て
玉
手
町
議
会
副
議
長
。
蓬
田

教
育
長
の
祝
辞
。
佐
久
間
巌
会
長
の

あ
い
さ
っ
か
あ
り
競
技
に
は
い
り
ま

し
た
。
冷
え
き
っ
た
体
育
館
も
熱
気

あ
ふ
れ
る
好
プ
レ
ー
の
連
続
で
寒
さ

を
感
じ
さ
せ
な
い
、
な
ご
や
か
で
楽

し
い
試
合
で
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
男
子
の
部

優

勝

森
江
野
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝

森
江
野
Ｂ
チ
ー
ム

▽
女
子
の
部

優

勝
．
森
江
野
チ
ー
ム

準
優
勝
　
小
坂
チ
ー
ム

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

初

心
者

講

習
会

の

お

知

ら
せ

国
見
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
’主

催
で
、
町
民
体
育
館
に
て
実
施
敖
し

ま
す
。
初
め
て
や
っ
て
み
よ
う
と
思

わ
れ
る
方
々
の
参
加
、
歓
迎
歉
し
ま

す
。期

日
は
、
三
月
六
日
（
月
）
よ
り

二
十
四
日
（
金
）
ま
で
毎
週
月
、
水
。

金
曜
日
毎
回
午
前
九
時
よ
り
十
一
時

四
十
分
ま
で
延
べ
九
回
で
す
。

会
費
不
要
。
上
ぱ
き
運
動
靴
持
参
。

年
令
性
別
間
わ
ず
。

申
込
み
は
町
公
民
館
へ
。

。



人
形

劇
「
三

枚

の
お

札
」

を
終
え
て

－

母
と
子

の
公

民
館
活
動
卜

毎
月
一
回
。
学
校
区
ご
と
に
行
っ

て
い
る
『
母
と
子
の
公
民
館
活
助
』

で
は
、
本
の
貸
し
出
し
を
主
軸
に
、

創
作
活
動
や
紙
芝
居
も
や
っ
て
い
ま

す
。毎

年
十
二
月
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
に

ち
な
ん
で
お
楽
し
み
会
的
出
し
物
に

し
て
い
ま
す
か
、
今
年
は
人
形
劇

『

二
枚
の
お
札
』
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
塊
を
削
っ
て
顏

を
作
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
衣

装
縫
い
や
小
道
具
づ
く
り
ま
で
、
す

べ
て
指
導
員
の
手
作
り
で
、
初
日
の

上
演
の
卩
ま
で
わ
ず
か
半
月
と
い
う

時
間
の
中
で
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
製

作
、
練
習
を
こ
な
し
、
初
日
を
迎
え

ま
し
た
。

藤
田
小
二
年
生
を
ス
タ
ー
ト
に
、

七
回
行
い
ま
し
た
が
、
さ
す
か
に
一

回
目
は
緊
張
し
た
も
の
の
。
回
を
重

ね
る
ご
と
に
余
裕
の
演
枝
か
出
来
、

県
立
図
書
館
の
扱
興
課
か
ら
も
見
学

に
見
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
。
テ
レ

ビ
Ｕ

福
島
「
街
角
か
ら
こ
ん
に
ち
わ
」

の
取
材
も
あ
り
、
指
導
員

匸
同
大
い

に
張
り
切
っ
た

１
ヵ
月
で
し
た
。

い
っ
も
は
に
ぎ
や
か
な
子
供
達
も

く
い
い
る
よ
う
に
舞
台
を
見
つ
め
、

シ
ー
ン
と
し
て

’
三
枚
の
お
札
』
の

世
界

に
入
り

こ
ん

で
く

れ
ま
し

た
。

終

わ
っ

た
あ

と
む

み
ん

な
人
形

に
寄

っ
て

き
て

触
・

た
り
、

「
貸
し
て

」

「
ち

ょ
う

だ

い
」

と
大
好

評
で
し

た
・

子
叺

た
ち

が
こ
の
よ

う

に
喜

ん
で

く

れ

た
の
で
、

指
導
貝

の
苦

労
も
槻

わ

れ
ま

し
た

。

今

回
の
人

形
劇

で
広

が
一つ
た
愉

と

和
を

ス
テ

″
プ
に

し
て

。
新
し

い
時

代

『
平
成

』

の
子
ど
も

達
の

た
め

に

も

ま
す

ま
す
頭
張

り

た
い
と
思
『

で

い
ま
す

。

Ａ人形劇「三枚のお札」に見入る子どもたち

小
坂
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ
が

二

連
覇

～
町
長
杯
争
奪
バ
レ
ー
大
会
～

第
六
回
町
長
杯
争
奪
家
庭

バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
は
．
昭
和
六
十
三
年
十

二
月
十
一
日
、
町
民
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
．

大
会
に
は
、
各
地
区
か
ら
十
三
チ

Ｉ
ム
、
百
四
｡
1
.
已
人
か
参
加
し
て
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
試
合
は
。
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
わ
れ
、
各
献

合
と
も
日
頃
の
練
習
成
果
を
卜
分
に

発
揮
し
、
好
試
合
か
展
開
さ
れ
。
熱

戦
の
汞
。
小
坂
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ
か
前

年
に
続

い
て
優
勝
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
は
。
心

地
よ

い
汗
を
流
し
、
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

優

勝
　
小
坂
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ

準
優
勝
　
耕
谷
バ
レ
ー
部

第
一
．一
位
　
宮
町
ク
ラ
ブ

町
民
ス
キ
ー
教
室
の

お
知
ら
せ

国
見
町
々
民
ス
キ
ー
敦
室
を
左
記

蒭
領
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

記

期
日
　

二
月

二
十

六
日

（
日
）

場

所
　

山
形

県
米

沢
市

天

元

台
ス

キ
ー
場

会

費
　

三
、
〇

〇
〇

円

定

貫
　

五
十

名

（
中

学
生
以

上
）

（
定
員

に
な

り
次
第
／

切

り
ま
す

）

交

通

禍

島
交

通

バ
ス
利
用

※
申
し
込
み
及
び
問
い
合
せ
は

国
見
町
公
民
館
へ

一

八
五
一

二
六
七
六

受験シーズン

一
団

地
で

は
、

こ
の
季

節

に
な

る

と
、
毎

晩
き

ま
っ
て

遅
く
ま

で

電

気
が
つ

い
て

い
る
窓

が
い
く

つ

か

あ
り
ま

す
。

受
験
生

の
家
な

ん

で

す
。
そ

し
て

受
験
生

は
、
互

い

に
同
級

生
の
窓

の
灯

を
気
に
し

な

が
ら
頑
張
つ
て
い
ま
す
ね
』

と
は
あ
る
団
地
の
人
の
話
。

中
学
、
高
校
、
大
掌
ば

か
り
で
な
く
、
小
学
校
、

幼
碓
園
の
受
験
生
も
真
剣

で
す
。
受
験
生
の
い
る
家

庭
で
は
、
こ
の
時
期
に
な

る
と
「
落
ち
る
」『
滑
る
』

と
い
う
言
葉
を
禁
句
に
す

る
な
ど
、
た
い
へ
ん
な
緊

張
ぷ
り
で
す
。

神
頼
み
も
近
年
ま
す
ま
す
盛
ん

の
よ
う
で
、
特
に
学
問
に
ゆ
か
り

の
あ
る
天
満
宮
な
ど
は
、
こ
の
季

節
に
は
梅
の
花
見
を
か
ね
た
参
拝

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

「
受
験
生
本
人
は
そ
れ
ど
こ
ろ

で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。
ほ
と
ん

ど
が
代
参
で
す
」
と
は
、
あ
る
神
主

さ
ん
の
話
。
そ
れ
も
、
孫
の
た
め

に
と
い
う
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
多
い
と
い
い
ま
す
。

合
格
祈
顏
の
商
品
も
花
盛
り
。

「
必
勝
」
の
鉢
巻
き
、
合
格

の
文
字
入
り
パ
ン
ツ
、
合

格
に
ち
な
ん
だ
五
角
形
の

鉛
筆
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
受
験

生
の
家
族
の
最
大
の
心
配

は
風
邪
で
し
ょ
う
。
む
や

み
に
暖
房
を
強
め
、
か
え

つ
て
の
ど
を
痛
め
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

二
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

月
間
で
す
。

『
エ
ネ
ル
ギ
ー
　
上
手
に
使
っ

て
　
ほ
の
ぼ
の
ウ
イ
ン
タ
ー
』
の

標
語
の
も
と
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

還
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
、
適

正
な
温
度
で
暖
房
を
利
用
す
る
な

ど
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
使
い
過
ぎ
は
、
無
駄
な
ば

か
り
で
な
く
。
大
気
汚
染
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。



佐
藤
徳
造
さ
ん
に

県
知
事
賞

十
一
月
ニ
ト
九
卩
．
福
励
県
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お゙
い
て
福
島
県
青
少
年

健
全
育
成
推
進
大
会
か
開
催
さ
れ
、

そ
の
席
上
、
佐
藤
偲
造
さ
ん
（
森
山

字
酉
上
野
六
－

二
．
七
十
三
歳
）
か

県
知
事
か
ら
青
少
年
指
導
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
．

佐
藤
さ
ん
は
．
『
青
少
年
の
健
全

育
成
に
は
、
礼
節
を
重
ん
じ
、
心
身

の
練
磨
す
る
剣
道
か
ふ
さ
わ
し

ご

と
、
県
内
で
最
も
早
い
昭
和
二
十
五

年
以
来
一
貫
し
て
、
中
掌
生
の
剣
道

指
導
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

問
に
千
二
百
名
を
超
え
る
青
少
年
を

指
導
、
各
種
大
会
で
数
々
の
優
秀
な

成
績
を
残
し
、
青
少
年
に
自
信
と
意

欲
を
培
っ
て
き
ま
し
た
。
県
内
の
先

駆
者
で
も
あ
り
、
長
い
間
の
努
力
と

功
績
か
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

▲友田黼知 事から知事表 彫の伝達を賢ける佐●橦耋さん

立
派
に
完
成

森
山

第
四
部
落

多

目

的

集

会

所

農
山
漁
村
振
興
特
別
対
策
事
業
で
、

森
山
宇
小
牛
田
地
内
に
建
設
か
進
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
「
森
山
第
四
部
落

多
目
的
集
会
所
」
が
完
成
し
。
十
二

月
二
十
五
日
、
藩
成
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
県
・
町
の
鮪

助
を
受
け
、
地
城
農
業
経
世
者
の
研

修
や
研
究
の
場
、
さ
ら
に
は
地
城
住

民
の
交
流
の
場
と
し
て
の
利
用
に
供

し
、
集
落
の
連
携
と
和
を
図
り
、
住

み
良
い
豊
か
な
村
づ
く
り
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
施
設
で
す
。

▲森山第四部落多目的篤会所

藤
田
保
育
所
で

ク
リ
ス
マ
ス
会

卜
二
月
二
十
日
、
藤
田
保
育
所
で

恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
遊
戯
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
爪
ね
て

き
た
子
ど
し
た
ち
は
、
か
わ

い
い
衣

襲
に
身
を
包
み
、
歌
や
遊
戯
、
リ
ズ

ム
劇
『
七
ツ
星
‘
な
ど
を
次
々
と
披

露
し
ま
し

た
。
会
場
に
つ
め
か
け
た

多
く
の
お
父
さ
ん
、
お
ほ
さ
ん
た
ち

は
写
真
を
撮
『

た
り
、
拍
手
を
し
た

り
、
わ
か
子
の
熟
演
に
見
人
っ
て

い

ま
し
た
。

当
日
は
、
母
と
子
の
公
民
館
活
動

の
皆
さ
ん
か
。
人
形
劇

『
三
枚
の
お

ふ
だ
』
を
上
演
、
子
ど
も
た
ち
は
熱

心
に
見
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
そ
ど
も
た
ち
か
楽
し
み

に
待
っ
て
い
た
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か

大
き
な
袋
を
か
つ
い
で
・登
楊
。
保
育

所
の
良

い
子
た
ち
と
握
手
を
し
た
り
、

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

▲サンタクロースに子どもたちは大よろこぴ

消
防
団
出
初
め
式
で

年
問
無
火
災
を
誓
う

町
消
防
団
の
出
初
め
式
が
。
一
月

四
日
午
前
十
一
時
か
ら
福
祉
セ
ン
タ

ー
助
で
行
わ
れ
、
団
員
の
皆
さ
ん
は

一
年
間
の
無
火
災
実
現
を
誓
い（
口
い

ま
し
た
。

式
に
先
立
ち
、
町
内
各
地
区
の
団

貝
約
二
百
二
十
人
か
各
分
団
ご
と
に

行
進
、
礼
式
な
ど
の
訓
練
初
め
を
行

い
ま
し
た
。

出
初
め
式
に
あ
た
り
、
冨
永
町
長

が
「
地
域
住
民
の
ま
す
ま
す
の
幸
福

と
。
郷
土
の
繁
栄
に
ご
精
進
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と
団
艮
を

激
励
、
続
い
て
阿
部
恒
夫
団
長
の
訓

示
が
あ
り
、
大
川
戸
衛
桑
折
警
察
署

長
、
玉
手
昭
市
町
垠
会
副
議
長
が
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
か
火
災
の
多
い
シ
ー
ズ

ン
で
も
あ
り
、
団
員
の
皆
さ
ん
は
真

剣
な
表
情
で
訓
練
、
式
に
臨
ん
で
い

ま
し
た
。

▲年間無火災を誓った消防団出初め式

編
集
日
記

○
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
は
雪
も
陣
ら
ず
、

お
だ
や
か
な
新
年
を
迎
え
る
こ
と
か

で
き
ま
し
た
。
今
年
一
年
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
と
・
て
良
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
お
折
り
申
し
上
げ
ま
す
。

○
一
月
一
日
。
さ
っ
そ
く
大
技
地
区

元
朝

了
フ
ソ
ン
大
会
を
取
材
に
行
っ

て
来
ま
し
た
。
会
場
の
川
内
厳
鳥
神

杜
塊
内
に
は
、
元
朝
に
も
か
か
わ
ら

ず
役
員
を
は
じ
め
大
勢
の
地
区
民
の

か
た
が
た
か
集
ま

。
て
お
り
、
そ
の

熟
気
に
感
心
し
ま
し
た
。
例
年
、
寝

正
月
を
決
め
込
ん
で

い
た
私
も
、
新

鮮
な
空
気
を
吸
い
、
さ
わ
や
か
な
正

月
を
迎
え
る
こ
と
か
で
き
ま
し
た
。

０
今
年
も
広
報
『
く
に
み
』
を
よ
ろ

し
く
お
噸

い
い
た
し
ま
す
。
（
Ｋ
）

梵
叮
・
褊
一

国
ｕ
’町

企
画
課

福
鳥
県
伊
達
郡
国
兇
町
人
字
嘩
川
字
．ｒ

Ⅲ
．
．２
の
Ｉ

魯
九
六
九
‐

．
し
　

ａ

二
卜

．川
八
一
八
皿
Ｉ
Ｉ

…

【
代
表
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